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私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
・
再
生
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
、
税
と

社
会
保
障
の
問
題
、領
土
の
問
題
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
な
ど
、根
幹
的
な
課
題
が
山
積
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。ま
た
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、こ
れ
ら
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ

き
か
、一
人
一
人
が
真
摯
に
受
け
止
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
状
況
に
も
ま
だ
ま
だ
明
る
さ
が
見
え
な
い
中
、
雇
用
・
労
働
環
境
に
も
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
労
福
協
は
、
各
事
業
団
体
の
連
携
を
深
め
、
全
て
の

労
働
者
が
共
助
し
合
え
る
社
会
を
作
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
内
容
の
と
お
り
要
請
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
実
現
に
向
け
て
ご
検
討
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

談
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

相
談
総
数
は
、
２
０
１
３
年
９

月
末
時
点
で
２
，
４
１
３
件
に

達
し
、
”く
ら
し
な
ん
で
も
相

談
所
“
と
し
て
、
県
民
の
皆
様

に
認
知
を
い
た
だ
い
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
の
傾
向
と
し
て
相

談
件
数
は
減
少
気
味
で
す
が
、

格
差
社
会
が
ま
す
ま
す
拡
大
し

て
い
く
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
事
象

が
顕
在
化
し
、く
ら
し
の
相
談
事

業
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
民
生
活
の
質
の

向
上
を
目
的
に
法
律
相
談
を
は

じ
め
労
働
問
題
や
金
銭
問
題
を

含
め
た
生
活
全
般
の
様
々
な
ご

相
談
を
受
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
福

井
の
充
実
に

向
け
て
引
き

続
き
ご
支
援

を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
福
井
県
の
平
成
26
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
労
働
関
係
事
業
団
体
（
福
井
県
労

福
協
他
６
福
祉
事
業
団
体
）
は
、
11
月
26
日 

福
井
県
庁
会
議
室
に
お
い
て
、
西
川

県
知
事
（
以
下
知
事
）
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
知
事
並
び
に
山
岸
労
福
協
会
長
挨
拶
の

あ
と
、
福
祉
団
体
及
び
勤
労
者
へ
の
支
援
・
各
種

制
度
の
充
実
・
拡
充
に
向
け
た
諸
制
度
へ
の
要
望

書
を
知
事
に
提
出
し
た
（
写
真
参
照
）。
続
い
て
、

労
福
協
酒
井
事
務
局
長
が
要
請
内
容
の
説
明
を
行

い
、
産
業
労
働
部
山
田
部
長
よ
り
要
請
に
関
わ
る

内
容
に
つ
い
て
福
井
県
と
し
て
理
解
を
示
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
各
事
業
団
体
代
表
者
と
知
事
と
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
提
出
し
た
要
望
書
は
次
の
通
り
で
す
。

　
公
契
約
条
例
の
制
定
は
、

２
０
０
９
年
千
葉
県
野
田
市
で

の
制
定
を
機
に
、
10
の
自
治
体

で
制
定
さ
れ
、
全
国
の
地
方
公

共
団
体
で
も
制
定
の
機
運
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
労
働
者
の
生
活
の
安
定
と
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
福
井
県
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
公
共
工
事
等
に
お
い
て

受
注
企
業
や
そ
の
下
請
け
企
業

で
働
く
労
働
者
の
賃
金
や
安
全

衛
生
対
策
の
適
正
な
確
保
に
関

す
る
発
注
者
責
任
を
盛
り
込
ん

だ
公
契
約
条
例
を
制
定
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
勤
労
者
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
資
金

融
資
制
度
は
、「
勤
労
者
生
活
安

定
資
金
制
度
」
と
し
て
昭
和
53

年
の
制
度
発
足
以
来
、
県
下
自

治
体
統
一
制
度
と
し
て
延
べ
約

８
万
５
，
０
０
０
人
・
８
１
８

億
円
（
平
成25

年
３
月
末
）
の
勤

労
者
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
印
鑑

証
明
書
を
徴
求
不
要
と
し
て
頂

き
、
必
要
書
類
の
簡
素
化
が
図

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
利
用
件

数
は
22
年
度
以
前
よ
り
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　
来
年
度
も
勤
労
者
に
幅
広
く

利
用
で
き
る
現
行
制
度
（
預
託

金
方
式
）
を
継
続
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
制
度
内
容
に

つ
い
て
幅
広
く
県
民
に
周
知
す

べ
く
広
報
誌
等
に
掲
載
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
福
井
県
勤
労
者
住
宅
資
金
利

子
補
給
制
度
は
、
平
成
23
年
度

の
制
度
改
訂
に
よ
り
所
得
制
限

が
２
５
０
万
円
以
下
に
引
下
げ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
件
数
の

実
績
は
、23
年
度
は
、22
年
度
を

大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
。24
年

度
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
融
資

枠
８
億
円
を
下
回
る
実
績
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
22
年
度
　
１
９
７
件

　
　
　
７
億
８
，３
０
０
万
円

（
７
月
で
申
込
締
切
）

　
23
年
度
　
　
９
６
件

　
　
　
３
億
６
，４
０
０
万
円

　
24
年
度
　
１
３
４
件

　
　
　
５
億
１
，８
４
０
万
円

　
し
か
し
、
低
所
得
者
層
の
勤

労
者
住
宅
取
得
支
援
制
度
と
し

て
の
福
井
県
勤
労
者
住
宅
資
金

利
子
補
給
制
度
の
役
割
は
大
き

く
、是
非
、来
年
度
も
制
度
の
継

続
を
引
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
北
陸
労
働
金
庫
に
お
い
て
も
、

平
成
19
年
に
「
北
陸
ろ
う
き
ん

生
活
応
援
・
多
重
債
務
対
策
本

部
」を
設
置
し
、
労
福
協
・
会
員

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
多
重

債
務
問
題
を
積
極
的
に
取
組
ん

で
お
り
ま
す
。

・
福
井
地
区
で
は
「
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
井
」
へ
の

職
員
派
遣
、
「
く
ら
し
な
ん
で

も
相
談
会
」
へ
の
相
談
員
の
派

遣
な
ど
、
労
福
協
と
連
携
し
多

重
債
務
に
関
す
る
相
談
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

・
会
員
と
は
セ
ミ
ナ
ー
・
学
習

会
等
に
よ
る
多
重
債
務
や
マ
ネ

ー
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
予
防
・

啓
発
・
相
談
活
動
な
ど
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
「
北
陸
ろ
う

き
ん
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

し
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
し
、
多

重
債
務
者
の
問
題
解
決
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、「
福
井
県
多
重
債
務

者
対
策
協
議
会
」
と
の
情
報
交

換
並
び
に
連
携
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
福
井
県
民
生
協
で
は
２
０
０

９
年
よ
り
中
山
間
地
の
買
物
に

不
自
由
し
て
い
る
組
合
員
、
地

域
の
方
の
た
め
に
移
動
店
舗

「
ハ
ー
ツ
便
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
10
台
で
５
０
０
拠
点
、
毎

週
約
２
，
６
０
０
人
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
に
は
福
井
県
の

「
集
落
移
動
販
売
シ
ス
テ
ム
整

備
モ
デ
ル
事
業
」に
採
択
さ
れ
、

２
年
間
の
事
業
期
間
終
了
後
も
、

福
井
市
川
西
地
区
で
週
２
回
巡

回
し
て
い
ま
す
。

　
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域

等
で
は
、
買
物
に
困
る
高
齢
者

が
増
え
、
買
物
支
援
の
取
り
組

み
は
今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
増

え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。福
井

県
民
生
協
と
し
て
も
、
こ
う
し

た
買
物
支
援
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
計
画
で
す
が
、
福

井
県
に
お
い
て
も
、
買
物
弱
者

対
策
を
一
層
進
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西川知事へ要望書を提出する
山岸労福協会長

平
成
26
年
度

　諸
制
度
へ
の
要
望
内
容
（
抜
粋
）

　
福
井
県
か
ら
ご
支
援
を
い
た

だ
く
中
で
、
２
０
０
７
年
８
月

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

福
井
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。開
設
以
来
、
生
活
に

関
わ
る
法
律
相
談
や
労
働
問
題
、

社
会
問
題
と
な
っ
た
多
重
債
務

な
ど
暮
ら
し
全
般
に
わ
た
る
相

１
．
く
ら
し
の
相
談
事
業

　
に
対
す
る
充
実
支
援
の

　
お
願
い

４
．
福
井
県
勤
労
者
住
宅
資

金
利
子
補
給
制
度
の
安
定
的

な
継
続
願
い

５
．
多
重
債
務
者
対
策
に

係
る
情
報
交
換
並
び
に
連

携
の
お
願
い

２
．｢

公
契
約
条
例
制
定｣

の

　
お
願
い

６
．
買
物
弱
者
支
援
の

　
お
願
い

３
．
制
度
融
資
「
勤
労
者

　
生
活
安
定
資
金
」
の
継

　
続
並
び
に
周
知
願
い

　このたび、全労済の主力商品である『こくみん共済』は、1983年の取り扱い開始から30周年を迎えました。組合員をはじめとす
る皆さまに支えていただいたことに深く感謝を申し上げます。
　『こくみん共済』は、時代やニーズの変化に応じて制度改定を重ね、お子さまからシニアの方まで、年齢や性別・ライフスタイル
に合わせた多彩な保障タイプを揃え、ご家族一人一人にあったムリ・ムダのない本当に必要な保障を手頃な掛金でご提供してまいり
ました。組合員の皆さまに愛され、現在では、契約件数655万件（2013年3月末現在）ものご利用をいただいています。

1. こくみん共済のあゆみ
1983年 5 月　こくみん共済』の誕生
1999年10月　新『こくみん共済』へ改定

保障タイプと掛金の全面改定
保障タイプの新設、掛金の引き下げ

2005年10月　大型保障、一生涯の保障が登場
医療終身タイプ、大型タイプ追加

2009年 1 月　長期保障がパワーアップ
長生きあんしんプラン追加

2011年 4 月　生きるための保障の拡充
生きる安心タイプ、医療安心タイプ、
がん保障プラスなど追加

2012年 5 月　賠償、傷害保障の充実
傷害安心タイプ、シニア医療タイプ、シニア傷害安
心タイプなど追加

2. ロゴマーク
『こくみん共済』30周年記念ロゴマーク・キャッチコピー

3. キャッチコピー
「世代を超えて、安心をつなぐ。」
　こくみん共済は、30年のなかで、「親から子へ」「子から孫
へ」保障を提供しながら、組合員とご家族を守り続けてきました。
これからも変わることなく、組合員の皆さまに安心を提供すると
ともに、進化を続けます。

4. こくみん共済30周年記念サイト
　これまでの30年間、組合員の皆さまのニーズとともに歩みつづけた歴
史「こくみん共済のあゆみ」や記念企画として全労済が特別協賛する
「こくみん共済U－12 
サッカーリーグ（日本サ
ッカー協会主催）」の
ご紹介、そして、「全
労済」、「こくみん共
済」のイメージキャラク
ターとしてTVCMでも
おなじみの中村雅俊
さん、向井理さんから
の動画メッセージをご
紹介しています。
http://www.zenrosai.coop/anniversary/kokumin/

敦賀会場風景

福井会場風景 青
垣
智
則
氏

　
福
井
労
福
協
主
催
、
労
働
金
庫
、
全
労
済
が
共
催
す
る
「
退

職
前
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が
２
０
１
３
年
10
月
26
日

（
土
）
福
井
地
域
（
午
後
）
と
敦
賀
地
域
（
午
前
）
の
２
会
場

（
福
井
市
・
敦
賀
市
）
で
開
催
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
60
歳

前
の
勤
労
者
を
対
象
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
退
職
前
後
の
準

備
や
手
続
き
や
年
金
・
健
康
保
険
・
雇
用
保
険
に
つ
い
て
、
専

門
家
が
説
明
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
　
参
加
数
は
福
井
61
人
、

敦
賀
21
人
と
多
く
の
方
が
参
加
し
た
。

　
福
井
会
場
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
労
福
協
酒
井
里
巳
事

務
局
長
が
挨
拶
を
行
い
、
北
陸
労
金
福
井
北
支
店
　
宮
腰
支
店

長
が｢

退
職
後
の
年
金
や
預
貯
金
の
お
取
引｣

に
つ
い
て
、
ま
た

全
労
済
事
業
推
進
部 

染
谷
氏
は｢

退
職
後
の
契
約
や
安
心
保
障

な
ど｣

に
つ
い
て
、
説
明
と
と
も
に
今
後
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
た
。

　
本
題
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
青
垣
智
則
氏
か

ら
、
社
会
保
険
制
度
（
継
続
・
再
雇
用
に
よ
る
厚
生
年
金
と
の

調
整
や
パ
ー
ト
・
無
職
の
時
の
年
金
や
健
康
保
険
の
加
入
、
雇

用
保
険
制
度
な
ど
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
受
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
各
制
度
が
関
連

し
て
複
雑
で
あ
る
が
、
各
制
度
の
概

要
が
理
解
で

き
た
。
定
年

退
職
後
の
働

き
方
な
ど
今

後
の
参
考
に

し
た
い
と
感

想
を
述
べ
て

い
た
。



(3)　改装第65号　2013年11月 改装第65号　2013年11月　(2)

　反貧困全国キャラバン2013」活動（スタート地点＝沖縄県と北海道の東西ルート。8月22
日にキャラバンカーをスタート。全国縦断しゴール地点は大阪11/24予定）を展開している。
その全国キャラバンカーが各県をまわり、9月29日（日）福井にやってきた。当日は国際交流
会館でライブ（Ａｓｉａｎまんはったん）、基調講演（生きづらい社会だけど、つながることで何
かが変わる、自死遺族アルメリアの会代表 梅林厚子氏）を開催した。続いて労働（教育現
場、生活保護者、ブラック企業で働く人など）の現場からのリレートークを行い「集会アピー
ル」を宣誓した。集会のあと、「貧困をなくそう」と、パレード（会場～福井駅周辺）で沿道に
訴えた。翌30日は、ＪＲ福井駅前での宣伝活動（チラシ配布）、県庁前での出発式のあと、ア
オッサを会場に「心配ごとなんでも相談会」を開催した。

9/29集会風景（国際交流会館） 9/29パレード 9/30ＪＲ福井駅前にて教宣活動

～福井県民生協は、食育・環境・福祉・子育て支援・
　　　　　その他社会貢献分野の活動を応援します!!～

市民活動助成金制度は、よりよい地域社会づくりに貢献するために、県内の公益的
社会的に取り組むＮＰＯや、市民団体の活動や育成を、資金面で支援する制度です。
年間、1団体最大10万円、総額100万円の助成を行います。

★使途基準
①活動・事業に要する運営費用の一部
②目的をもった物品の購入費用の一部
③活動・事業立上げに要する費用の一部
※人件費や事務所費は対象となりません。

★応募資格要件
①福井県内を主たる活動の場として、社会公益的な活動をして
　いること。
②法人の有無、他から助成を受けているかどうかは問いません。
　営利、宗教、政治や趣味などの団体は除きます。
③定款または会則・規則があり、決算報告または収支報告があ
　ること。
④福井県民生協組合員が最低1名以上参加していること。

★応募の制限
①１団体１分野での申請に限ります。
②育成支援やより多くの団体への支援の意味から助成期間は最
　高2回とします。

◆◇◆詳しくはお問い合わせください◆◇◆
県民せいきょう　コールセンター

０１２０－０１６－１６５
携帯電話、IP電話などからは、

０５７０－０１６－１６５
（通話料は全額、発信者負担）

＜受付時間＞月～金／８：３０～２０：００
　　　　　　　土　／９：００～１７：００

大募集！

募集期間：２０１３年１２月１日（日）
　　　　～２０１４年１月３１日（金）

「人間らしい生活と労働の保障を求めて、つながろう！」ろうふく見聞ツアー

11月 22日（金）～25日（月）

≪集会アピール≫
　いま、私たちの社会は生きづらくなっています。
　今年８月から生活保護基準の引き下げが始まりました。
　労働分野では非正規労働者が増え、ブラック企業など劣悪な環境での労働を強いら
れている人も少なくありません。
　子どもを取巻く環境では、保育所の待機児童の問題や奨学金制度の不十分な制度
設計による被害も広がっています。
　貧困家庭の子がさらに貧困に陥る「貧困の連鎖」は深刻です。
　そして、生きづらさは、自死をも招きます。
　貧困・格差の問題は、私たち一人ひとりの生活と生存と尊厳にかかわる問題です。こ
の問題を放置しておくと、社会全体に、そして将来世代に社会問題を引き起こすこと
になります。
　誰もが希望をもって生活できる「もっとやさしい社会」になるように私たちは、共に
つながり、貧困と格差解消を目指していくことをここに決意します。ろうふく見聞ツアーの集合写真

　今回の見聞ツアーは、この企画が始まって以来最高の２６
名の参加で、普段話す機会の少ないメンバーもおられました
が、そこは連合福井の団結で、すぐに笑顔の絶えない楽しい
交流と研修ができました。


